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ご　あ　い　さ　つ

群馬県ＮＩＥ推進協議会会長　森　谷　　　健
（群馬大学社会情報学部教授）

　2013年度から会長を仰せ付かっております森谷でございます。今年度も活発な事業が展開さ
れました。皆様のご尽力にあらためて感謝を申し上げます。
　2014年５月には、新規と継続を含め、実践校９校が日本新聞協会から認定され、本推進協議
会独自の認定校として２校が内定しました。
　７月には本推進協議会総会を開催し、事業計画案や予算案を議論いただきました。
　７月31日と８月１日の両日、徳島市で開催された第19回NIE全国大会には、実践校から４名
の教員の方が参加され、８月７日に開催された大会報告・意見交換会で大会の内容を詳細に報
告いただき、熱心に意見が交換されました。
　それぞれの実践校での取組状況やその他のNIE関連活動については、上毛新聞の「ぐんま
NIEだより」連載を始め、本推進協議会構成員の各紙が紙面で取り上げていただきました。
　また、実践校では、近年社会的にも問題視されている児童虐待をテーマとした公開授業をし
ていただきました。実際に起きた男児の暴行死事件の記事を読み、虐待の要因を探る授業で、
熱心な議論が行われました。
　全国大会の報告を拝聴しながら、NIEには、実に多様な展開があることをあらためて感じま
した。「国語・算数・理科・社会」と言いますが、それぞれの教科に、またはそれ以外の教科
にも展開できることを知りました。また、本県の実践校は小学校から専門学校までが認定され
ていますが、これは、年齢や発達段階に即した展開が可能であることを示していると思いまし
た。
　他方、今年度の実践校の取組の中にも見られますが、新聞の持つ「即時性」もまた、NIEの
特徴であることを再確認しました。昨日報道された事柄を翌日には児童・生徒とともに考える
ことができる。これは、教科書や副教材を用いる授業にはない大きな特長となっていると確認
できました。
　ここまで見てきた本推進協議会の着実な実績と実践校の多様で工夫に富んだ取組を、推進協
議会の皆様とともに確認し、今後も、NIEの特長を広く県内の学校や県民の皆様にお伝えして
参りましょう。



多面的に社会的事象について考え、
社会的な見方や考え方を深める子どもの育成

群馬大学教育学部附属小学校　教諭　　櫻澤　直明　　星野　浩章
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学びを広げ、深める新聞活用授業の充実
～郷土のよさを見つめ、誇りをもち、地域から世界に　　　　　

　　　　　　　　視野を広げる「ふるさと学習」の実践研究を通して～　　
伊勢崎市立豊受小学校　教諭　　田沼　正一
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魅力的なNIEの発信
̶新聞を活用し、生徒の多面的な物の見方を促すことによって学びの自立を目指す̶

高崎市立高松中学校　教諭　　小林久美子
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NIEで言語能力の向上を図り、「社会で生きて働く力」を育む（３年計
画の２年次）　NIEを取り入れた二年生のキァリア教育を中心として

太田市立西中学校　　松橋美智子
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社会の一員としての自覚を高め、
多面的に物事を考えられるようになろう

沼田市立沼田南中学校　教諭　　髙橋千賀子　　古田島　茂
阿部　忠博　　森　　峯子
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新聞（情報）を活用しながら
思考力・表現力の向上を図る取り組み

昭和村立昭和中学校　教諭　　髙井　雪絵　　岡田　秀久　　秋元　秀文
登坂　俊介　　中島　康男
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「図書委員会から発信～NIEに取り組む」
群馬県立藤岡中央高等学校　学校司書　　太田　克子

教　諭　　澁谷　瑞恵
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新聞活用が授業を変え、
生徒に意識の変化が生まれたNIE

群馬県立西邑楽高等学校　教諭　　齊藤　敏明
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「NIE活動を通じたメディア・リテラシーの育成」
群馬県立館林商工高等学校　教諭　　阿久津延正　　藤巻　　真
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事実を正確に知り、経緯や背景を理解し、
自分の考えをまとめ、表現できる力を

̶ 毎週１時間、新聞記事から学ぶ
群馬法科ビジネス専門学校　非常勤講師　　曽我　祥雄
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「保育士養成校におけるNIE実践保育者に必要な
専門的知識を身に付けるために」

大泉保育福祉専門学校　保育科　主任講師　　林　　　恵
専任講師　　八十田晶子
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